
1992 年京大後期理□5  

n回の操作後の YX , の値を、 nn yx , と表す。 n回目の操作で取り出した玉の番号を nz とすると 

1 nn xz のとき 番号 nz の玉が箱に戻されるので 11,   nnnn yyxx  

11   nnn yzx のとき 番号 1nx の玉が箱に戻されるので 1,  nnnn yyzx  

nn zy 1 のとき 番号 1nx の玉が箱に戻されるので nnnn zyyx   ,1  

11,  nnnn yyxx ≧≧ であるから 

 

(1) 

myn ≦ となる確率を np とする。 myn 1 のとき、 myn ≦ となることはない。 

myn ≦1 のとき、 myn ≦ となるには、 n回目の操作でm 以下の番号の玉を取り出せばよい。 

そのような玉は、番号 11 ,  nn yx を除き 2m 個あるから 1
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(2) 

myx nn ≦ となる確率は np に等しい。 nn ymx ≦ となる確率を nq とし、 nq を求める。 

mxn 1 のとき、 mxn ≦ となることはない。 

myx nn ≦11   のとき 

n回目の操作で 1m 以上の番号の玉を取り出せば、 nn ymx ≦ となる。 1m 以上の番号の玉は mN  2 個。 

11   nn ymx ≦ のとき 

n回目の操作でm 以下の番号の玉を取り出せば、 nn ymx ≦ となる。m 以下の番号の玉は 1m 個。 
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